
令和 6 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 
 
◇国内シンポジウムNo.1 ウチナーンチュの移民 境界と移動 
日時 プログラム内容 

2024（令和 6）年 7 月
20 日（土）13：30～
17：00  

主催：名桜大学大学院国際文化研究科 
共催：名桜大学沖縄ディアスポラ研究センター、名桜大学環太平洋地域文化研究所 
後援：名桜大学開学 30 周年・公立大学法人化 15 周年記念事業実施本部 
会場：沖縄市民会館 中ホール 
＜概要＞ 

次第 
全体進行：坪井 祐司（名桜大学教授） 

    
13:30-13:35  開会の挨拶         嘉納 英明（名桜大学大学院研究科長） 
13:35-13:40 名桜大学沖縄ディアスポラ研究センター設立について 
                    砂川 昌範（名桜大学学長・名桜大学沖縄

ディアスポラ研究センター長） 
13:40-13:45  シンポジウム趣旨説明    坪井 祐司（名桜大学教授） 
13:45-14:25  基調講演 『眉屋私記』と屋部 

比嘉 久 （名護博物館特任館長） 
14:25-14:35            解説：上原 なつき（名桜大学准教授・名桜大学

沖縄ディアスポラ研究センター研究員） 
 
＜シンポジウム＞ 

ファシリテーター：屋良 健一郎（名桜大学上級准教授） 
  

 
14:45-15:45 （20分×3人） 

登壇者① キューバ沖縄移民による宗教実践の現在－日系人共同墓と慰霊行 
事の調査報告－ 

                 上原 なつき（名桜大学准教授・名桜大学 

沖縄ディアスポラ研究センター研究員） 

 

登壇者② 越境するウチナーンチュ―具志川からブラジルへの出移民と多様 
な移動の経験― 

                     長尾 直洋（名桜大学准教授・名桜大学 
沖縄ディアスポラ研究センター研究員） 

  
登壇者③ ペルー沖縄移民のアルゼンチンとブラジル転住 

我那覇 宗孝（名桜大学客員教授・名桜大

学沖縄ディアスポラ研究センター研究員） 

 
15:45-16:15 ＜パネルディスカッション＞ 



令和 6 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 
16:15-16:45 ＜質疑応答・情報交換＞ 
16:45-16:55 総括           坪井 祐司（名桜大学教授） 
16:55-17:00 閉会挨拶        屋良 健一郎（名桜大学上級准教授） 
 

 
 
 


